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研究成果の概要（和文）：本研究では，多胎児の身体発育・発達過程を縦断的に調査し，単胎児

との比較から身体発育・発達過程の特徴を明らかにすることを目的とした。その結果，三つ子

と単胎児における体重の発育差は，出生時が最も大きく(40％以上の発育差)，最初の 1 年で急

激に減少するものの，学齢期においても三つ子は単胎児よりも体重が軽いことが明らかとなっ

た。さらに，身長に関しても，出生時に最も差が認められ，最初の 1 年でその差は急激に減少

するものの，学齢期においても身長が低いことが判明した。 

 

研究成果の概要（英文）：We analyzed the characteristics of weight/height growth from birth to 12 

years of age in Japanese triplets. Data were collected through a mailed questionnaire sent to the 

mothers asking for information recorded in medical records. Compared to the 50
th

 percentile of the 

growth standard for the general population of Japan, the weight deficit of the triplets was more than 

40% at birth, decreased within the first one year of age, and fluctuated between 10% and 17% until 

12 years. Meanwhile, compared to the general population of Japan, the length and height deficit of 

the triplets was approximately 15% at birth, decreased within the first year of age, and remained 

between 2% and 5% until 12 years of age.  
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１．研究開始当初の背景 

多胎児の在胎週数は，双子で平均 37 週，
三つ子で平均 34週，四つ子で平均 31 週と短
く，出生体重もそれぞれおよそ 2400g，1700g，
1400g と低体重である。このように在胎週数
が短くかつ低体重で出生する多胎児の発
育・発達過程は，単胎児とは異なった点が多
く，発達障害に至るケースも少なくない。多

胎児をもつ母親は，このような児の発育状
態・発達遅滞に対して不安を訴えることが非
常に多く，地域の保健福祉施設や医療機関へ
の育児相談も急増している。しかしながら，
多胎児の発育・発達過程に関する研究は極め
て少なく，特に三つ子以上の多胎児の発育・
発達過程に関する研究は国際的にも全くな
い。このため，専門家でさえ多胎児の母親に
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適切な情報提供や保健指導をすることが困
難な状況にあった。 
  
２．研究の目的 
本研究では，在胎週数が短くかつ低体重で

出生する多胎児の身体発育・発達過程を縦断
的に調査し，単胎児との比較から多胎児の身
体発育・発達過程の特徴を分析した。 

 
３．研究の方法 
当研究室の多胎児登録に登録している双

子・三つ子・四つ子 6000名を対象に，多胎
児の出生後の身体発育・発達過程に関して，
妊娠・分娩・出生時の状況，乳幼児健診，１
歳６か月健診，３歳児健診，保育所・幼稚園
における健診，就学前健診結果，および小学
校における発育記録等を縦断的に追跡調査
し，単胎児(3000 名)との比較から多胎児の身
体発育・発達過程の特徴を分析した。 

 
４．研究成果 
(1)６歳までの三つ子の身長の発育状況を一
般児と比較すると，出生時に最も差が大き
く 15％の身長の差が認められた(男児で
-7.0 cm；女児で-7.0 cm）。三つ子と一般
児における身長の発育差は，最初の 1年で
急激に減少するものの，６歳になっても
２％から５％の発育差が認められた（男児
で- 3.7 cm；女児で - 3.3 cm）。一方，三
つ子の体重に関して一般児と比較すると，
出生時に最も差が大きく 40％の体重の差
があることが判明した(男児で-1.28kg；女
児で-1.28kg)。三つ子と一般児における体
重の発育差は，最初の 1年で急激に減少す
るものの，６歳になっても４％から９％の
発育差があった(男児で- 1.82kg；女児で – 
1.78kg）。 

 (2) 12 歳までの三つ子と一般児の身長差を
算出するため，文部科学省により提示され
ている一般児の身長の発育値を分析に用
いた。三つ子と一般児の身長差は，12 歳に
なっても２％から５％の差が認められ，三
つ子の身長の方が一般児よりも低いこと
が明らかとなった。12歳時点での身長差は，
男児で-3.6cm，女児で-4.4cm 認められた。
６歳から 12 までの三つ子の身長の発育に
は，母親の身長が最も影響していることが
明らかとなった。一方，三つ子と一般児の
体重差は，12 歳になっても 10%から 17%の
差が認められ，三つ子の体重の方が一般児
よりも軽いことが明らかとなった。12歳時
点での体重差は，男児で-4.75 kg 女児で
-6.00 kg 認められた。８歳から 12 歳まで
の三つ子の体重の発育には，母親の体格
（BMI）が最も影響していることが明らか
となった。 

(3)三つ子の発達過程については，単胎児の

運動発達との比較から分析した。2000g 以
上の児では，単胎児の運動発達に比べ三つ
子の運動発達が遅れる傾向が認められた。
しかし，2000g 未満では在胎週数を調整す
ると，むしろ単胎児の運動発達の方が三つ
子に比べ遅れる傾向があることが判明し
た。 
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